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⽇ASEAN友好協⼒50周年

50年後の⽇ASEAN友好協⼒100年の時を想像してみましょう。
“あるべき姿“としてどのような社会を想像しますか︖

ふと⾜をとめて、あなたのもう⼀つの時間を想像してみましょう︕

⼀緒に考えてみましょう︕

ASEAN（東南アジア諸国連合）のことを少し知りましょう︕

ASEANはどこにある︖

1964
1970

京都⼤学東南アジア研究センター・バンコク連絡事務所設置
京都⼤学東南アジア研究センター・ジャカルタ連絡事務所設置

⽇本とASEAN（東南アジア諸国連合）と交流開始
（⽇・ASEAN合成ゴムフォーラム）

⽇ASEAN友好協⼒100周年

2014
2015
2020

京都⼤学 ASEAN拠点設置（タイ・バンコク）
⽇ASEAN科学技術イノベーション共同研究拠点(JASTIP)

⽇ASEAN科学技術協⼒︓STI Coordination 開始

経⽷
緯⽷

杼

機織

歴史の共創 ≒ 機織（はたおり）

ASEAN拠点開所式 NGO法⼈各取得記念式典

⽇ASEAN科学技術イノベーション共同研究拠点JASTIP)開所式

京都⼤学の出来事

京都⼤学東南アジア研究センター
バンコク連絡事務所・ジャカルタ連絡事務所の設置

ASEANは全部で何カ国︖

この中からASEAN加盟国だと思う国
を全部選んでみてください

ASEANのロゴの⾊が意味することは︖

勇気とダイナミクス

平和と安定純度
繁栄

４つのメッセージと⾊の関係を
考えてみてください

真ん中の⻩⾊は
何の形からデザ
インされている
と思いますか︖

A. 札束
B. 稲穂の束
C. タマネギ

⽇本とASEANの様⼦を⽐べてみよう

ロゴは全体で何
を意味している
と思いますか︖

（出典︓http://chiri-tabi.com/people/entry60.html）

アジアの旧宗主国 主な宗教
（出典︓ASEAN情報マップ ASEAN-JAPAN CENTRE）

⼈⼝推移（1980年、2010年、2030年予想） 経済成⻑の推移
GDPの推移（単位︓Billion USD)

約8倍

約1.3倍

GDP成⻑の推移（2000年のGDPで割った値）

⽇本とASEANの経済規模が⾁薄

⽇本は2000年以降は経済成⻑していないが…

https://www.iseas.edu.sg/images/pdf/TheStateofSEASurveyReport_2020.pdf

⽇本が⼀番信頼されている

世界の平和と安全、繁栄やガバナンス
に貢献するとおもわれる国は︖

⽇ASEAN科学技術協⼒

ASEANバーチャルフィールドワーク

http://chiri-tabi.com/people/entry60.html


考え⽅のヒントになる本
SDGsの時代に 探究・研究を進めるガイドブック
社会からはじまり社会に めぐる，科学の考え⽅ー
著者︓狩野光伸 （岡⼭⼤学 副理事・教授）

反穀物の⼈類史－国家誕⽣のディープヒストリー
著者︓ジェームズ・C・スコット

座談会「SDGs達成に向けた⽇
ASEAN科学技術協⼒の新しい姿」

本書は、狩猟採取社会から農耕社会への変
化の過程を、メソポタミアを舞台として描
くものです。⼈が⽣き延びていくうえで、
既存の何か、権⼒であったり、国家であっ
たり、制度であったり、を活⽤すれど依拠
しない、すなわちアナーキーであること、
の意義を改めて認識させてくれます。

⽇本とASEANが⼀緒に何か新しく創造するために何が必要︖

ASEAN科学技術イノベーション委員会公認

Science, Technology, and Innovation 
Coordinator toward Grand Challenges

STI Coordinationという
新しい概念の普及

オンラインで勉強会を繰り返し繰り返し実施
して、「STI Coordination」の概念の組みた
て、⼈材育成の重要性について認知度の向上

を図った取組（合計︓600名登録）

「STI for SDGs」を多様な
アプローチから推進する４つ
のアジェンダを設定

2018年1⽉＠京都

⾃分達の社会にとって“あるべき姿”を描いて、それぞれの
社会やコミュニティの状態に適合した科学技術イノベー
ションのアプローチのバランスをとる⼿法を開発中

⽇ASEANのSTI Coordinationの事例 ①

⽇ASEANのSTI Coordinationの事例 ②

推薦理由（河野泰之・教授）

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/act/20201000/
様々な国の様々な農村電化スキームの前後のライフスタイルを調査することを⽬的としています。ライフスタイルは、エネルギー使⽤パターンと⽣活の質
（QOL）によって測定される。サラワク（マレーシア）、カンボジア、ミャンマーのいくつかの農村で、異なる電化スキームがエネルギー使⽤パターンと
ライフスタイルに与える影響について調査した。これまでにインタビューセッションを⾏い、ある村では太陽光発電設置住居が設置されました

マレーシア、カンボジア、ミャンマーで再⽣
可能エネルギーによる農村電化プロジェクト

⼤垣英明・教授（エネルギー理⼯学研究所）

OECD科学技術イノベーションポリシー
ペーパーに掲載

OECD科学技術イノベーショ
ンポリシーペーパー「トラン
スディシプリナリー研究（学
際共創研究）の活⽤による社
会的課題解決の取組み」

「成果をあげているTDRプロ
ジェクトでは、URAや専任
のコーデイネーターが、多様
な学問分野間の橋渡しなどに
尽⼒している。

⽔資源システムのリスクマネジメントと
統合的流域管理プロジェクト

⾓哲哉・教授（防災研究所）

第10回「STI Coordinator」勉強会

2022年5⽉10⽇

科学技術イノベーション・コーディネーター

・2022年6⽉15⽇（奥付⽇）・本体価格1800円 税込価格1980円
・ISBN   978-4-563-01933-4      C3040 ・培⾵館発⾏

本書の著者は、これから必要なのは、「社
会が困っていることを、新しく確かなアイ
ディアをみんなで考え、乗り越えていく
⼒」であると。この⼒を持つに探求や研究
のもとになる、⽂系も理系も共通の「科学
の考え⽅」を⾝につけることが強⼒である
ことの⼤切さや、その⽅法が⾼校⽣にも分
かりやすく書かれた本です。

【新刊】


